
令和7年3月31日（月）　令和6年度第3回 習志野市公共施設等再生推進審議会

第２次公共建築物再生計画 第３次公共建築物再生計画（素案）

序　章　第２次公共建築物再生計画の策定にあたって 第１章　　　　　　　　　　　計画の策定にあたって
序．１　第２次公共建築物再生　計画について １．１　　　　　　　　　　　本計画について

序．２　公共施設をめぐる現状と課題 削る（１．１（２）に包含）

（１）公共施設の老朽化がなぜ問題なのか 削る（１．１（２）に包含）
（２）公共施設の老朽化対策が急がれる理由と
　　　課題解決の基本的な方向性

削る（１．１（２）に包含）

追加 （２）「公共施設等の再生」の取り組み

（１）第２次公共建築物再生計画について 削る（１．１（１）に包含）

（２）公共施設再生計画の見直しにあたって 削る（１．５に包含）

（３）対象施設の範囲 削る（１．１（１）に移行）

追加 （１）計画の立ち位置

序．４　公共施設の老朽化対策に関する最近の動き 削る（１．１（２）に包含）

（１）国の動き 削る（１．１（２）に包含）

（２）習志野市の動き 削る（１．１（２）に包含）

序．３　習志野市が保有する　　建築物の整備状況 １．２　　　　　　保有する公共建築物の整備状況

（１）公共建築物の整備状況 削る（項としては削除）

追加 １．３　保有する公共建築物の老朽化の現状

追加 （１）劣化状況評価
追加 （２）健全度

追加 （３）前計画の事業費と今後の事業費見込み額
　　　（令和4（2022）年度決算時点）の比較

追加 （４）実現可能性の検証

追加 １．４　実績と今後の見込み
追加 （１）前計画の事業実績
追加 （２）事業実績の進捗状況（進捗要因）
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追加 １．５　計画策定にあたっての課題及び解決策

追加 （１）課題の整理
追加 （２）課題の解決策

第１章　第２次公共建築物再生計画の基本的な考え方 第２章　　　　　　　　　　　計画の基本的な考え方
追加 ２．１　計画期間
１．１　第２次公共建築物再生計画の目的と目標 ２．２　　　　　　　　　　　　　　目的　　　（調整用空白）

（１）目的 削る（項としては削除）

（２）目的を達成するための目標 削る（２．３へ移行）

（３）目標を達成するための手段と具体的な手法 削る（２．４に包含）

（３）施設の長寿命化と質的向上の推進 削る（項としては削除）

１．３　第2次公共建築物再生計画の位置付け 削る（１．１（１）へ包含）
１．４　第２次公共建築物再生計画の対象施設 ２．５　　　　　　　　　　　　　　対象施設

追加 ２．３　目標
１．２　目標を実現するための老朽化対策の基本方針 ２．４　　　　　　　　　　　　　　　　　基本方針

（１）複合化・多機能化の推進と保有総量の圧縮 削る（項としては削除）

（２）資産の有効活用と財源の確保 削る（項としては削除）

１．５　第2次公共建築物再生計画の計画期間 削る（２．１に移行）

１．６　第2次公共建築物再生計画の役割 削る（１．１（１）に包含）

（１）個別施設の老朽化対策事業の見える化 削る（１．１（１）に包含）

（２）限られた経営資源の有効活用 削る（１．１（１）に包含）

１．８　文教住宅都市憲章と第2次公共建築物再生計画 削る（参考資料へ移行）

１．９　習志野市公共施設等再生基本条例の制定 削る（参考資料へ移行）

（３）社会状況の変化への適切な対応 削る（１．１（１）に包含）

（４）将来のまちづくりへの対応 削る（１．１（１）に包含）

１．７　各施設所管部局が策定している施設整備計画との連携 削る（１．１（１）に包含）
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第２章　第２次公共建築物再生計画の前提条件と事業費の試算 削る（第１章及び第４章へそれぞれ移行）

（３）課題解決の方向性 削る（１．５（２）へ移行）

２．２　保有する建築物の老朽化の現状 削る（１．３（１）及び（２）に分割して移行）

２．３　事業計画立案および事業費の試算にあたっての前提条件 削る（第１章及び第４章へそれぞれ移行）

２．１　公共施設再生計画の第1期計画期間における実績と課題 削る（１．４及び１．５へそれぞれ移行）
（１）第１期計画期間（平成26（2014）年度～
　　　令和元（2019）年度）の事業実績

削る（１．４（１）へ移行）

（２）事業実施段階の課題 削る（１．４（２）へ移行）

２．５　事業費の試算結果 削る（４．２へ移行）
２．６　第2次公共建築物再生計画に基づく個別事業実施による
　　　　効果額

削る（４．２に包含）

２．７　今後の課題 削る

（５）事業計画立案のための目標耐用年数を考慮した工事種類の分類 削る（要素を４．１及び２に包含）

（６）施設配置の基本方針 削る（１．１（１）へ移行）

２．４　前提条件の基づく事業計画【概要】 削る

（１）今回の見直しにおける「公共施設再生計画」からの変更点 削る（要素を４．１及び２に包含）

（２）工事費単価および標準工事期間の設定 削る（要素を４．１及び２に包含）

（３）長寿命化改修の導入 削る（要素を４．１及び２に包含）

（４）建物耐用年数の見直しと目標耐用年数の設定 削る（要素を４．１及び２に包含）
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第３章　機能別アプローチに基づく第２次公共建築物再生計画
　　　　（　事業計画）

第３章　機能別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（調整）
　　　　　の事業計画　（調整用空白）

３．１　庁舎・消防施設 ３．１　庁舎・消防施設
３．２　教育施設 ３．２　教育施設

３．６　スポーツ施設 ３．６　スポーツ施設
３．７　公園施設 ３．７　公園施設
３．８　市営住宅 ３．８　市営住宅

３．３　子育て支援施設 ３．３　子育て支援施設
３．４　生涯学習施設 ３．４　生涯学習施設
３．５　保健福祉施設 ３．５　保健福祉施設

３．９　その他 ３．９　その他
第４章　第２次公共建築物再生計画の検討時に考慮すべき基本的事項 削る（参考資料へそれぞれ移行）

４．１　本市の総人口や年齢3階層別人口についての今後の見通し 削る（参考資料へ移行）

４．２　本市の財政状況と財政計画 削る（参考資料へ移行）

（１）事業計画立案の考え方
追加 （２）事業計画立案に関わる要素

追加 ４．２　事業費の試算結果と実現可能性の再検証

追加 第４章　計画の前提条件と事業費の試算
追加 ４．１　事業計画立案及び事業費試算にあたっての前提条件

追加
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第５章　第２次公共建築物再生計画の推進に向けて 第５章　　　　　　　　　　　計画の推進に向けて

５．１　第２次公共建築物再生計画の推進体制 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．２　積極的な情報公開による問題意識の共有化 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．３　老朽化対策の優先順位の考え方の整理 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．７　地方公会計制度改革の取り組みとの連携の強化 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．８　公共交通との連携 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．９　広域連携の検討 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．４　将来のまちづくりを見据えた計画の策定と見直し 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．５　市民協働の推進 削る（要素を５．１及び２に包含）

５．６　官民連携の推進 削る（要素を５．１及び２に包含）

追加 ５．２　実行性の確保策
追加 （１）共有・共感の環境づくり
追加 （２）庁内各組織の責任の明確化

５．１０　計画の進行管理 削る（要素を５．１及び２に包含）

追加 ５．１　実行性の確保に必要な要素
追加 （１）共有・共感の環境づくり
追加 （２）庁内各組織の責任の明確化

参考資料４　習志野市 市民意識調査結果報告書
　　　　　　（令和元年5月）から抜粋

（検討中）

参考資料 参考資料
参考資料１　習志野市全域施設配置図 （検討中）
参考資料２　地域区分別施設配置図ならびに人口推移および
　　　　　　施設配置の変化

（検討中）

参考資料３　事業費試算データ （検討中）
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